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論文内容 の要旨

研究目的

近年，胸骨圧迫心マッサージは，人工呼吸と共に蘇

生法における重要な救命処置として，広く行なわれて

いる.しかし胸骨圧迫心マッサージの，胸骨を脊柱に

向かつて押し下げる深さ(胸骨圧迫率〉が一定してお

らず，過度の圧迫による傷害が報告されている.そこ

で著者は，患者の体格〔胸の厚さ〉に対する至適の胸

骨圧迫率を設定し，心マッサージをより効果的かっ安

全なものとするために，臨床における胸骨圧迫心マッ

サージ時の胸骨圧迫率の差が，循環動態に及ぼす効果

を検討した.

研究対象および方法

東京女子医科大学一般外科に入院し，種々の循環動

態が計測され管理されていた患者13 例で，心停止を来

たし，従来の胸骨圧迫心マッサージにより蘇生し得な

い状態に達した後に，胸骨圧迫率15% ，20% ， 25% ， 

30% の 4通りの心マッサージ〔圧迫回数毎分60 回〉を

行ない，その時の循環動態の計測と動静脈血ガス分析

を行なった.

結果及び考察

1.大腿動脈収縮期圧，平均大腿動脈圧，心係数は，

胸骨圧迫率が増す程増加し，生体に有利に作用するが，

胸骨圧迫率が25% と30% の間では， これらの計測値に

有意差なく，ほぼ同じように有効である.

2. 肺動脈収縮期圧，肺動脈模入圧，中心静脈圧は，

異常に高い.これらは，胸骨圧迫率が増す程増加し，

胸骨圧迫率15% の時最も低く，生体に好ましくなり，
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30% の時最も高く，生体に不利となる.しかし， 20% 

と25% の時，これらの低圧系の血圧計測値は中等度の

上昇で，弊害は比較的少ない.

3. 血液ガス分析値では，患者の肺の状態が不良で、，

良好かっ安定した結果が得られなかったため，胸骨圧

迫率の差による効果には，特に有意差は認められな

カミっ Tこ.

4. 合併損傷は，胸廓損傷のみで，蘇生に重大な障害

を及ぼす臓器傷害は認められなかった.胸骨圧迫率が

25% 以下では肋軟骨骨折までであるが， 30% となる肋

骨，胸骨の多発骨折を来たした.しかし剖検にて骨膜

の損傷は認められなかった.

5. 従来の無作為的心マッサージは，その効果からみ

ると，圧迫率は20% ，25% ， 30% の聞に散らばり，胸

骨圧迫における過不足があるものと想像された.

総括及び結論

胸骨圧迫心マッサージは，胸骨圧迫率25% が，他の%

よりも循環動態からみて効果的で，しかも弊害を生ず

る可能性が小さい.また合併損傷が軽く，安全でらある.

したがって胸骨圧迫心マッサージの至適圧迫率は25%

と考える.従来の無作為心マッサージを検討すると

種々の圧迫率の混合であることが分かり，過不足を生

じていると考えられる.したがって至適な胸骨圧迫率

25% を保つために，胸骨圧迫率表示監視装置を試作し

た.これにより臨床における心マッサージが， より安

全かっ有効に施行され得るものと期待される.
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論文審査の要旨

胸骨圧迫心マッサージは，人工呼吸と共に救命処置として広く行なわれるようになっているが，胸

骨を圧迫する深さ(胸骨圧迫率〉が一定しておらず，過度の圧迫による傷害が報告されている.

そこで著者は患者の体格に応じた至適の圧迫率を求めるため，種々循環動態が計測され，管理され

ている患者について，心停止をきたし，従来、の胸骨圧迫マッサージにより蘇生し得ない状態に達した

後に，種々の圧迫率について比較検討した.

その結果，胸骨圧迫心マッサージの至適圧迫率は25% であることを明らかにし得たもので，本論文

は学術上価値あるものと認める.
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